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今
回
、
接
遇
研
修
会
「
信
頼

感
を
育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
田
幸

子
先
生
の
研
修
会
は
実
習
を
交

え
た
も
の
で
、
他
院
ス
タ
ッ
フ

と
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
や
意

見
交
換
を
通
し
、
お
互
い
の
刺

激
に
な
り
大
変
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

講
義
の
始
め
に
、
「
頭
で
分

か
っ
て
い
る
こ
と
を
行
動
に
移

せ
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
松
田

先
生
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
相
手
に
対
す
る
気
持
ち
は

行
動
に
表
さ
な
け
れ
ば
届
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
相
手
が
受
け
入

れ
て
く
れ
な
け
れ
ば
自
己
満
足

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
に
安
心
感
を
も
っ
て
い
た

だ
き
、
そ
こ
か
ら
信
頼
に
つ
な

げ
る
に
は
、
相
手
を
思
い
や
る

気
持
ち
を
形
に
し
て
伝
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
を
伝
え
る
術

を
今
回
の
研
修
会
を
通
し
て
学

び
ま
し
た
。

　

近
年
、
「
医
療
は
サ
ー
ビ
ス

業
で
あ
る
」
と
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
患
者
さ
ん
が
病
院
を
選
ぶ

時
代
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
選

ば
れ
る
医
療
機
関
を
め
ざ
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

接遇研修会

　

ス
タ
ッ
フ
各
々
が
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
を
備
え
、
患
者
さ
ん
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
え
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
丹
波
市
・
け
や
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

ス
タ
ッ
フ　

中
道　

絢
子
】

　
　
参
加
者
の
声

・
チ
ェ
ン
ジ
オ
ブ

ペ
ー
ス
や
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
法
な
ど
、
で

き
る
限
り
相
手
の
気

分
を
害
さ
ず
に
対
応

す
る
方
法
や
、
傾
聴

の
大
切
さ
を
再
度
理

解
で
き
ま
し
た
。
自

分
の
で
き
て
い
な
い

と
こ
ろ
や
も
っ
と
他

の
人
に
教
え
た
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
の
で
、
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　

（
丹
波
会
場
）

・
普
段
何
気
な
く

や
っ
て
い
る
受
付
業

務
で
も
、
言
葉
、
表
情
一
つ
で

コ
ロ
ッ
と
変
わ
る
と
い
う
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

似
て
い
る
言
葉
で
も
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
感
じ
方
が
１
８
０

度
変
わ
っ
て
く
る
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。　
　

（
三
田
会
場
）

・
今
回
も
改
め
て
気
付
か
さ
れ

る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
他
院
の
方
と
も

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
視
野
も
広
が
り
ま
し
た
。

最
後
の
チ
ェ
ン
ジ
オ
プ
ペ
ー
ス

は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
相
手
に
寄
り
添
う
こ
と
が

安
心
感
、
信
頼
感
に
つ
な
が
る

と
の
こ
と
も
頭
に
置
き
、
今
後

も
意
識
し
て
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　

（
三
田
会
場
）

・
私
は
口
下
手
で
、
上
手
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

今
回
の
研
修
は
役
に
立
ち
ま
し

た
。
相
手
へ
の
思
い
や
り
の
気

持
ち
、
い
か
に
相
手
に
安
心
感

を
与
え
る
表
現
、
表
情
を
対
話

式
に
体
験
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。　
　
　
　
　

（
三
田
会
場
）

相手を思いやる気持ち

形にして伝える術とは

　政府が次々と計画する患者負担増案を阻止

しようと、協会は「ストップ！　患者負担増」

請願署名に３万筆を目標に取り組んでいます。

　現在、県下で 1万 5 千筆を超え、北摂・丹

波支部では 326 筆を集めています。支部目標

1000 筆達成へ、ぜひ今後ともご協力ください。

　もう一回り、ご家族、スタッフ、患者さん

へのお声かけをお願いします。

　署名用紙のご注文は、℡ 078-393-1807、

FAX078-393-1820 まで。

 さらなる患者負担増は中止を！
署名にご協力ください

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
、
５
月

14
日
に
三
田
市
総
合
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
で
、
６
月
18
日
に
は

丹
波
市
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー
で

接
遇
研
修
会
「
信
頼
感
を
育
て

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
」
を
開
催
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
松
田
幸
子

氏
を
講
師
に
、
三
田
会
場
に
24

人
、
丹
波
会
場
に
12
人
が
参
加

し
た
。
丹
波
会
場
に
参
加
し
た

丹
波
市
・
け
や
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

ス
タ
ッ
フ
の
中
道
絢
子
氏
の
感

想
と
、
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
声
の
一
部
を
掲
載
す
る
。

グループに分かれ、ディスカッションを行い、取り組みを交流（三田会場）

《感想文》
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医
療
安
全
管
理
対
策
研
修
会

ヒ
ヤ
リ

・
ハ
ッ
ト
対
策

　
　
　
　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
交
流

「篠山市の医療をよくする会」
第 9回総会

会
保
障
推
進
協
議
会
が
行
っ

た
「
２
０
１
５
年
自
治
体
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
基
に
し
、
篠
山
市

と
の
交
渉
な
ど
、
活
動
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き

国
保
税
の
引
き
下
げ
、
要
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
な
ど
、
篠
山

市
の
医
療
・
介
護
の
改
善
を
求

め
、
運
動
を
進
め
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
で
は
兵
庫

の
地
域
医
療
を
守
る
会
代
表
の

今
西
清
氏
が
「
篠
山
市
の
地
域

医
療
と
介
護
を
守
る
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

　

今
西
氏
は
都
道
府
県
ご
と
に

策
定
を
進
め
て
い
る
地
域
医
療

構
想
に
つ
い
て
、
２
０
２
５
年

に
は
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者

に
な
り
、
医
療
ニ
ー
ズ
が
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
医
療
費
削
減
の
た

め
病
床
を
削
減
し
よ
う
と
し
て

い
る
と
指
摘
。
篠
山
市
だ
け
で

も
現
在
の
４
６
０
床
か
ら
大
幅

な
削
減
が
必
要
と
試
算
さ
れ
て

お
り
、
県
の
一
方
的
な
病
床
再

編
を
許
さ
な
い
運
動
が
必
要
と

強
調
し
た
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
６
月
25

日
、
三
田
市
（
（
（
総
合
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
で
医
療
安
全
管
理

対
策
研
修
会
「
診
療
所
で
の
ヒ

ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
対
策
」
を
開

催
。
済
生
会
兵
庫
県
病
院
・
感

染
管
理
認
定
看
護
師
の
小
川
麻

由
美
氏
が
講
演
し
、
司
会
を
安

部
治
郎
副
支
部
長
が
務
め
、
会

員
・
ス
タ
ッ
フ
ら
27
人
が
参
加

し
た
。

　

小
川
氏
は
１
件
の
重
大
事
故

の
背
景
に
は
29
件
の
中
程
度
の

事
故
、
３
０
０
件
の
小
さ
な
事

故
（
イ
ン
シ
デ
ン
ト
）が
起
こ
っ

て
い
る
と
い
う
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ

の
法
則
を
紹
介
。
イ
ン
シ
デ
ン

ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

を
記
載
す
る
習
慣
を
つ
け
、
医

院
全
体
で
問
題
解
決
を
図
る
こ

と
、
医
療
安
全
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
・
整
備
・

見
直
し
が
、
医
療
事
故

を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が

る
と
強
調
し
た
。

　

後
半
で
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
な
が
ら

イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時

の
対
策
を
参
加
者
同
士

で
交
流
し
、
好
評
を
得

た
。

（
次
号
に
参
加
者
か
ら
の

感
想
、
寄
せ
ら
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
掲
載
予
定
）

　

北
摂
・
丹
波
支
部
が
参
加
す

る
「
篠
山
市
の
医
療
を
よ
く
す

る
会
」
は
５
月
29
日
、
篠
山
市

民
セ
ン
タ
ー
で
第
９
回
総
会
を

開
催
し
、
市
民
ら
10
人
が
参
加

し
た
。

　

総
会
議
事
で
は
、
兵
庫
県
社

グループに分かれインシデント発生時の対応策を話し合った

篠山の地域医療守るため

運動強めよう

地
域
医
療
構
想
の
問
題
点

を
指
摘
す
る
今
西
氏


